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１．はじめに 

2013年から 2014年にかけて公表された IPCC第 5次

報告書は，地球温暖化の影響により今後台風が強大化

していく可能性を指摘している．そのため，国や地域

スケールにおいて，気候変動による外力の変化を想定

した治水上の適応策検討が今後ますます重要となる 1)． 

本研究では，そのような適応策検討に資することを

目標として，淀川流域を対象とした将来気候場の台風

による影響評価を行う．具体的には，近年淀川流域に

最も影響を与えた平成 25 年台風 18 号を対象とした降

水の再現と，その擬似温暖化実験を行う．その後，擬

似温暖化実験で得られた出力降雨を用いて，淀川上流

の名張川上流域を対象とした将来の流出氾濫，浸水被

害の可能性について検討を行った． 

 

2．数値実験の概要 

（1）擬似温暖化実験手法の概要 

擬似温暖化実験手法は Kimura and Kitoh (2007)
2)

 が

提案した力学的ダウンスケールの一手法である．擬似

温暖化実験手法では，領域気象モデルによる現在気候

実験として客観解析データを用いる．その後，将来気

候のダウンスケールとして，現在気候実験に用いた客

観解析データに，地球温暖化に伴う気候値の変動を加

えたデータを境界値とする実験を行う．地球温暖化の

差分としては，GCM 出力による諸物理量（気温や水蒸

気量など）の現在と将来の差を与える．  

 

（2）再現実験と擬似温暖化実験の条件 

実験の設定を表-1に示す．計算領域は日本全域を含

む親領域 (D1) と two-way nesting 手法による近畿地方

周辺の子領域 (D2) を設定した．今回はデータの同化

を行わずに計算を行った．擬似温暖化実験は，再現実

験で用いた境界値(NCEP/FNL)に気候値の差を加える

ことで行う．温暖化差分として，気象庁気象研究所の

超高解像度全球大気モデル MRI-AGCM-3.2S を用いて

実施された現在気候実験（1979～2003 年）と将来気候

実験（2075～2099 年）のそれぞれの 25 年間の気候値

の差を用いた．MRI-AGCM-3.2S に入力する将来気候実

験の SST データ変化は RCP8.5 シナリオに基づく将来

と観測の差分で与えられている．この SST データとし

ては，CMIP5 における大気海洋結合モデルの結果が用

いられている．さらに，28 の CMIP5 モデルを SST の

昇温パターンの違いによりクラスター分類された結果

を用い，アンサンブル実験を行った (Mizuta et al 

(2014)
3)

)．SST の将来変化パターンを 3 種類に分類し，

それぞれ平均したものを Cluster1~3 とし，全モデルの

平均(Ensemble mean)と加えて，計 4 種類の実験を行う． 

 

（3）流出・浸水実験の概要 

図-1に示す名張地点における流量を貯留関数法によ

り算出した．各サブ流域の流域平均雨量については， 

 

表-1 再現実験・擬似温暖化実験の計算条件 

気象モデル WRF/ARW 3.6.1 

格子点数 
D1 150×150×30 

D2 91×91×30 

水平解像度 20km, 4km 

計算ステップ 100s, 20s 

計算開始日時 2013/09/12 09JST 

計算終了日時 2013/09/16 21JST 

境界層スキーム Mellor-Yamada-Janjic 

雲微物理スキーム 
WRF Single-Moment  

6-class scheme 

積雲スキーム 
D1 Kain-Fritsch 

D2 None 

キーワード IPCC/AR5，WRF，擬似温暖化実験，気候変動，淀川流域 
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図-1 淀川流域（赤枠が浸水実験の計

算領域(39.6km2)，緑色の点が

名張地点を示す．） 

 

図-2 台風経路の比較（jmaはベスト

トラック経路） 

 

図-3 枚方上流域における1時間降水

量の比較 

 

図-4 名張地点流量の比較（calcは地上観測雨量による

計算流量，damはダム有りの場合，no-dam はダム

無しの場合を示す．） 

 

図-5 数値実験による最大浸水域と現在の浸水想定区域

図の比較（(a)は obs，(b)は pgw-rcp85-c1（ダム

有り）を示す．濃紺色の領域が数値実験による最

大浸水域，オレンジ色の領域が浸水想定区域，赤

色のチェック印は名張地点を示す．） 

地上観測雨量を用いてティーセン法により求めた．そ

して，流域平均雨量を擬似温暖化実験の D2 における

出力降雨とした場合の，それぞれの流量を求める．そ

の後，算出したそれぞれの流量を名張地点からの流下

流量として与え，二次元浅水流方程式により浸水計算

を行った．浸水実験の計算領域を図-1に示す． 

 

3．実験結果 

ここで，再現実験を ctl，擬似温暖化実験を pgw と表

記する．Ensemble mean と Cluster1~3 については，それ

ぞれ em，c1~c3 と略記し，擬似温暖化実験の Cluster1

の結果を pgw-rcp85-c1 のように表記する． 

図-2に台風経路の比較を示す．再現実験では実際の

台風経路を良く再現できた．中心気圧は観測値を 30hPa

程度下回る結果となったが，本研究の解析対象は雨で

あるため，許容範囲内と判断した．図-3に，淀川にお

ける洪水防御の基準である枚方上流域の 1 時間降水量

(D2)の比較を示す．擬似温暖化実験の各ケースで，最

大 1 時間降水量が観測値(obs)を大幅に上回っているこ

とがわかる．流出計算では，図-4に示すように名張地

点の流量が pgw-rcp85-c1（ダム有り）において実測(obs)

のおよそ 2.8 倍の 3713𝑚3/𝑠となった．図 -5 は

pgw-rcp85-c1（ダム有り）と実測(obs)の流量を流下さ

せた場合の浸水実験結果を浸水想定区域と比較したも

のである．浸水実績図がないため相対的な評価になる

が，pgw-rcp85-c1 の最大浸水面積は obs のおよそ 1.7 倍

となり，現在の浸水想定区域をも上回る規模であるこ

とが見て取れる． 
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